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１ 課題を取り上げた背景 

静岡県立森林公園は、静岡県西部に位置し約 185haの天然のアカマツ林を主体とした自然公園

です。静岡県の鳥であるサンコウチョウをはじめ、東海丘陵要素植物であるトウカイコモウセン

ゴケ、絶滅危惧種のニホンアカガエルなど希少な動植物が多数生息する特色ある森です。 

森林公園のビジターセンターである「バードピア浜北」は、公園中央付近に平成 15 年にオー

プンしました。しかし、15 年が経過し老朽化が目立ちはじめ、固定された展示物の情報が更新し

にくいことなどが課題となり、平成 30 年から令和元年にかけて更新工事を行い、令和元年 7 月

にリニューアルオープンしました。そこで、リニューアルと新たに行った展示が来園者に及ぼす

効果について報告します。 

 

２ 具体的な取組 

 （１）方向性及びコンセプトの決定 

 工事に先立ち、平成 30 年度に「静岡県立森林公園まるごとエコミュージアム」というキャッ

チコピーをたてました。森林公園が持つ特有の自然を文字どおり「まるごとミュージアム」とし

てアピールし、独自性を前面に打ち出すことで、他の公園との差別化や存在価値を明確にするこ

とが狙いです。また、バードピア浜北を「来園者を森へいざなう玄関口」と位置付け、「いつも

動きのある生きたビジターセンター」をコンセプトにリニューアル計画を進めました。固定物を

できるだけ撤去することで、新しくフリースペースを作り出し、「企画展示」として利用するこ

とにしました。そして、館内に一歩足を踏み入れれば、「森林公園の旬が一目で分かる空間」を

作ることを目指しました。 

（２）展示レイアウトの検討及び施工 

 展示レイアウト更新の検討は、約７か月間かけて行い、実際の展示を担う自然解説員を検討メ

ンバーに加え、更新のイメージを関係者間で共有しました。設計は外部委託せず検討メンバーで

行い、更新後のイメージ図や図面は筆者らで作成し、工事発注時に使用しました。メインパネル

や什器類は本工事に先駆けて発注・製作することで、工期の短縮を図りました。本工事の施工中

は、関係者間で早めに要望等の擦り合わせを行うことで、２か月間という短い工期で完成させる

ことができました。また、工事完成・引渡から企画展開始まで２週間と短期間でしたが、工事の

進捗や日程などの連絡調整を密に行ったため、順調に記念企画展をスタートすることができまし

た。 

（３）企画展の狙いと効果的な展示方法 

  リニューアル記念企画展として、夏休みの子どもたちとその家族をターゲットにした「森林公

園のトンボ」を７月下旬から８月にかけて開催しました。冬には大人をターゲットにした「冬の

森の鳥」を開催し、リニューアル後に３回の企画展を実施しています。 

企画展実施のポイントとして、年齢や興味の対象を絞る一方、自然に興味のない来園者を考慮
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し、誰もが「楽しそう」という印象を持つものを目指しました。企画展「冬の森の鳥」では、園

内で見られる野鳥の生態を写真パネルで紹介しましたが、それらを整然と並べるだけでなく、視

覚的に変化のある手法をとりました。木の棒を針金で組み立て、写真パネルや解説パネルをその

中にランダムに配置し、エントランス全体を落葉した冬の森のイメージとしました。情報伝達の

ための仕掛けを意識的にちりばめるため、木の高いところにいる野鳥は高い位置に、低いところ

にいる野鳥は低い位置に展示し、生態をイメージできる配置としました。また、羽の標本などの

実物も展示に組み入れました。その結果、直径 7ｍという空間ながらも、情報量の多い複雑な印

象にすることができました（写真－１）。また、展示に絡めて、様々な企画を複合的に構成し実

施しました。例えば、鳥のお面を作成し来館者に自由にかぶってもらうことでインスタ映えを狙

ったり、双眼鏡の練習ができるブースを設けたり、クイズやワークシートなどあらゆる角度から、

企画展のテーマを楽しく掘り下げられるツールを用意しました。企画展の最終目的は、「来園者

に森へ行ってもらうこと」であるため、森林公園内の観察マップや解説パンフなども配布しまし

た。また、企画展のテーマに合わせた観察会を多数実施し、来園者が観察できる機会を増やすと

ともに、反響を直ちに展示に反映することで、観察会や森林公園のリピーター獲得に努めました。 

 

３ 取組の結果 

 （１）新設したフリースペースの役割と効果 

リニューアルで生まれたフリースペースは、エコミュージアムの森のセントラルステーション

としての役割を果たしていると考えられます。このため、季節ごとの企画展示により、様々な行

事や企画が体系的に結びつき、多くの相乗効果を生み出しました。また、企画展示を中心に各種

企画を関連づけ、一つのまとまった大きな企画とすることで、マスコミへの告知がしやすくなり、

報道機関に取り上げられる機会が格段に増加しました。リニューアル前も、四季の情報提供や楽

しい企画を実施し、成果をあげているのですが、バードピア浜北の顔であるエントランスにフリ

ースペースを出現させたことで、企画の集約が可能となり、来園者への訴求力がより高まったと

考えています。 

 （２）新たな展示や企画展の効果検証とその考察 

公園利用者に対しアンケート調査を毎年実施しているため、検証に利用しました。リニューア

ル前の２年及びリニューアル後の１年の３年分を対象とし、利用目的、森林公園の自然、施設の

印象、スタッフの接客態度、森林公園全般の総合的な評価及びその他の６項目について「とても

良い」と回答した割合に着目して分析しました。 

バートピア浜北の印象、スタッフの接客態度及び森林公園の総合的な評価の３項目でリニュー

アル後に「とても良い」が増加しました（図－１）。また、利用目的にも変化が見られ、いまま

での散歩に代わり、自然観察や環境学習がリニューアル後にトップとなりました。森林公園の「ま

るごとエコミュージアム」化が着実に進行していると考えています。 

これらの効果が得られた理由は、エントランスを大胆に改修したことで、来園者の第１印象に

変化を与えたこと、四季を感じる手作りの企画展を定期的に実施することで、常に新しい印象を

与え続けたためと考察しました。リニューアル後の３つの企画展すべてで、多くの人が訪れてい

ることが、その裏付けとなっていると考えています。また、エントランスで企画展を実施するこ

とにより、スタッフと来園者の交流が増え、そのことが、好印象につながっていると思われます。

さらに、季節に応じたさまざまな企画展を行うことで、「現地で本物を見てみたい」という来園
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者を増やしたのではと考えています。 
 

４ まとめ 

 今後も企画展や観察会を継続的に開催し、それらを積み上げていくことで、森林公園内に生息

する動植物の年次変化や遷移などの情報を蓄積していきます。また、単に情報を蓄積するだけで

なく、数年単位で結果を取りまとめ、カタログや写真集などを作成していきたいと考えています。 
最終的には、博物館や美術館で見られる「目録」を作成し、バードピア浜北に備え付け、来園

者に提供することで、利用者の増加や満足度の向上に貢献していきたいと思います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図－１）直近３年間の利用者 

アンケート結果 

 

（写真－１）空間を複雑化し情報量を

高めた展示 


	局長挨拶
	目次
	天然更新は簡単か？困難か？（局計画課）
	素材生産事業の生産性に関する解析・考察（日光森林管理署）
	群馬県におけるナラ枯れの近況について（群馬県林業試験場）
	職員実行シカ捕獲におけるICT通知システムの導入について（天竜森林管理署三ヶ日森林事務所外）
	ドローンを使用した林地除草剤散布による下刈省力化の可能性について（茨城森林管理署）
	桐生木材ヤードの開設と運営への支援について（群馬県桐生森林事務所）
	福島県会津地域における生物多様性に配慮した工法の検証（福島県会津農林事務所）
	様々な苗サイズに適応した下刈技術の開発（森林技術・支援センター）
	ドローンの自動飛行による防鹿策管理手法の検証（塩那森林管理署須賀川森林事務所外）
	伊豆署における職員実行によるニホンジカ捕獲の取り組みについて（伊豆森林管理署松崎森林事務所外）
	UAVによる森林調査とその普及（局技術普及課）
	早生候補樹種ユリノキの材質・加工特性（静岡県立農林大学校）
	シカの食害防止と労力軽減に向けた下刈り方法の選定について（群馬県立農林大学校）
	ドローン写真測量を活用した治山工事における出来形計測について（大井川治山センター外）
	「バードピア浜北」のリニューアルと新しい展示が来園者に及ぼす効果（静岡県西部農林事務所外）
	赤谷の森における自然林復元試験（赤谷森林ふれあい推進センター外）
	炭焼きを取り入れた森林環境教育について（高尾森林ふれあい推進センター）
	審査員講評
	審査結果・審査員
	ポスター発表一覧

